
保健だより 
６月４日～１０日は歯と口の健康週間！ 

 

 

 

令和３年 ６月 

志貴野高等学校 保健室 

食後の口の中は、細菌がたくさ

んいる。放置しておくと、食べ

カスの糖質が細菌に分解され

て、むし歯の原因になる。 

 

唾液には、細菌の増殖を抑えて

歯を守る働きがあるが、寝てい

る間は、唾液の分泌量が減り、口

の中の細菌は増殖する。 

磨き残しが多い部分 

歯と歯茎の間に歯垢

が溜まりやすいの

で、意識して磨く。 

歯ブラシを縦に持

ち、歯と歯の間を磨

く。 

マスクで歯が隠れる

からと、歯磨きをさぼ

っていませんか？ 

歯の外側、内側 歯と歯の間 

口臭予防にも気をつける タフトブラシとは、一つ

の毛束でできた小さなヘ

ッドの歯ブラシのこと。

狭い隙間や奥歯の周りま

できれいに磨くことがで

きる。歯並びが悪い人や、

歯列矯正の治療中の人、

親知らずが生えている人

は、ぜひ使ってみよう！ 

タフトブラシ 

★歯ブラシで舌を磨く 

★口が渇かないように水かお茶

を飲む 

     

 

 

歯磨きするタイミング 

食後 寝る前 

 

「食べる機能」は生き

るために欠かせない重

要な機能。噛むことに

より、脳の広範囲が刺

激され、より働くよう

になる。歯を大切にす

れば、脳もいきいきと

活動するようになる。 

 

脳と歯の関係 

 


